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＜あらまし＞ 信州大学教育学部では，2010 年度入学生から新設・必修化された「教職実践演習」に

対応するために，自己評価と相互評価の機能を実装した教職 e ポートフォリオを開発して運用してい

る．本研究では，教職 e ポートフォリオに蓄積されたデータのうち，学生による観点別自己評価に着

目して，学年による自己評価の変化の様相を明らかにする．分析の結果，徐々に上昇する観点，２～

３年次で上昇する観点がある一方で，２～３年次で低下する観点もあることがわかった． 

 

＜キーワード＞ ｅポートフォリオ 履修カルテ 教員養成 教育実習 教師教育 
 
１．はじめに 

 森本(2009)は，e ポートフォリオの定義を，「電

子的な形式で扱われたすべてのポートフォリオ」

（広義の定義）あるいは「ポートフォリオを作成

するためのソフトウェアまたはポートフォリオ

をマネジメントするためのシステム」（狭義の定

義）と定めている．このように電子的に蓄積され

た e ポートフォリオは，教育ビッグデータとして

活用できると考えられるが，どんな意味のある有

用なデータを e ポートフォリオとして蓄積・分析

し，学習者にどのように提示すべきかなどの教育

的観点からの議論は十分にされていないとされ

ている（森本 2015）． 
 信州大学教育学部では，2010 年度入学生から

新設・必修化された「教職実践演習」に対応する

ために，自己評価と相互評価の機能を実装した教

職 e ポートフォリオを開発した（谷塚 2013）． 
 そこで本研究では，教職 e ポートフォリオに蓄

積されたデータのうち，学生による観点別自己評

価に着目して，学年による自己評価の変化の様相

を明らかにすることを目的とする． 
２．研究の対象と方法 

 本研究の対象は，2012 年度の信州大学教育学

部入学生のうち，2014 年度に「教育実習Ⅰ」と

「教育実習事前・事後指導」を受講し，2015 年

度に「教職実践演習」を履修中の 252 名である． 

 これらの学生が教職ｅポートフォリオに記述

した 5 段階の観点別自己評価を観点別・学年別に

集計し，学年による変化の要因を検討する． 
３．自己評価の観点 

 自己評価の観点は，ディプロマ・ポリシーに対

応させて設定された次の 12 観点である．各観点

について自由記述することに加えて，5 段階評価

も行うこととしている． 
①教育にかかわる幅広い知識や教養 
②教育に携わる専門家としての使命感・倫理観

③各教科の背景となる学問に関する知識 
④各教科で扱う内容（学習指導要領）の知識と

技能 
⑤教科指導に関する知識 
⑥教科に関する指導技術 
⑦授業実践に関する専門的知識・技能 
⑧幼児・児童・生徒理解に関する専門的知識 
⑨学級経営に関する専門的知識・技能 
⑩コミュニケーション能力や人間関係を調整す

る社会的スキル 
⑪様々な立場の人や多様な専門家をコーディネ

ートする社会的スキル 
⑫理論と実践を往還する省察と改善の態度 
４．観点別自己評価の分析 

 図１は，観点別自己評価の学年による変化であ

る．主として，次の３つのタイプに分かれる． 
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(A) １～３年次にかけて徐々に上昇する観点 

 「②教育に携わる専門家としての使命感・倫理

観」「④各教科で扱う内容（学習指導要領）の知

識と技能」「⑨学級経営に関する専門的知識・技

能」「⑩コミュニケーション能力や人間関係を調

整する社会的スキル」は，１～２年次にかけて上

昇している．２年次になり教職の専門科目を学ぶ

ことによる効果であると思われる．一方，「⑪様々

な立場の人や多様な専門家をコーディネートす

る社会的スキル」は徐々に上昇するものの，他の

観点に比べると相対的に低めである．身に付ける

機会を保証する必要がある． 

(B) ２～３年次にかけて上昇する観点 

 「⑤教科指導に関する知識」「⑥教科に関する

指導技術」「⑦授業実践に関する専門的知識・技

能」「⑫理論と実践を往還する省察と改善の態度」

は，１～２年次にかけても上昇するが，(A)の観

点に比べて，１～２年次にかけての上昇幅が大き

い．これは，３年次に履修する「教育実習Ⅰ」の

効果が大きいと思われる． 

(C) ２～３年次で低下する観点 

 一方で(B)とは逆に，「①教育にかかわる幅広い

知識や教養」「③各教科の背景となる学問に関す

る知識」「⑧幼児・児童・生徒理解に関する専門

的知識」の３観点は，２～３年次にかけて低下し

てしまっている．これは，「教育実習Ⅰ」開始前

は自信を持っていたにもかかわらず，「教育実習

Ⅰ」を履修してもっと学習する必要性を実感し始

めていることの表れであると思われる． 
５．おわりに 

 本研究では，教職 e ポートフォリオに蓄積され

た観点別自己評価に着目して，学年による自己評

価の変化の様相を明らかにした． 
 今後の課題としては，今回の分析対象は 3 年次

末までであったので，入学当初および 4 年次末も

含めた分析をする必要があろう． 
付記 

 本研究の一部は，JSPS 科学研究費 基盤研究(B) 課
題番号 25282050「自律的に学び続ける教師の核とな

る資質・能力の解明と質保証に関する研究」（研究代表

者：浦野弘），及び基盤研究(C) 課題番号 25350325「教

職キャリア志向向上と目指す教員像構築のための教職

ｅポートフォリオの活用」（研究代表者：谷塚光典）の

助成を受けたものである． 
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図１ 観点別自己評価の学年による変化 
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